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括約筋温存手術 
機能障害を避ける工夫～自律神経温存術 
　がんの広がり方、進み方を調べ
てみると、がんは主に肛門とは反
対方向（体の中心）に向かって広
がる傾向があることが明らかになり、
肛門側には、従来よりも安全域の
取り方を短くしても根治性が保た
れることがわかってきました。 
　そこで、がんが肛門からある一
定以上離れた奥のほうにある場合
は、直腸の下の部分を残して切除
して、Ｓ状結腸とつなぎ合わせる
ことで、肛門機能を残す「低位前
方切除術」と呼ばれる括約筋温存
手術が行われるようになりました。
特殊な機器（器械吻合器）が開発
され、器械で腸管を縫い合わせる
ことによって、骨盤内の深い場所
でも、容易に安全確実に手術が行
えるようになったことも、括約筋
温存手術の進歩に貢献しました。 
　括約筋温存手術では腹部を切
開したとき、肛門括約筋は最も深
いところにあって、腹部からの操
作だけでは、十分に安全確実に手
術を行うのが難しいこともあります。 
　「腹仙骨式直腸切除術」は臀部
にも切開創を追加して、そこから
肛門括約筋を直接目で確認しな
がら、腫瘍やリンパ節を摘出する
手術法で、通常の「低位前方切除術」
では深くてよく見えない部位でも、
確実に切除範囲を決められるため、
病巣の確実な切除と機能の温存
を兼ね備えた手術方法であると
いえます。 
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直腸周囲の自律神経（男性） 
　直腸周辺には排尿機能と性機
能を支配する自律神経が複雑に
分布しています。これらの神経に
はがんが浸潤しやすく、また再発
を防ごうとする目的で、神経も含
めて周囲のリンパ節をすべて一
緒に取るということがかつては標
準的に行われていました。がん再
発を避けるため、できるだけ多く
切除するという考え方から、排尿
や性機能に関連した神経をも切
除すれば、がんは治っても術後に
排尿機能障害や性機能障害が発
生するという問題点がありました。 
　しかし、最近の研究ではこれら
の神経を切除しなくても、安全性
を損なわない場合があることがわ
かってきました。神経が残せるか
どうかを手術前の検査できちんと
評価して、がんを徹底的に切除しな
がらも、進行度に応じて神経を残す
ことができます。手術後の機能障
害を軽減することで、患者さんの
生活の質は高まります。 
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どんな場合に機能を残すことができるか。 
滋賀医科大学の取り組み 
　肛門括約筋を残して、人工肛門
を避けうるのは、残しても同部位
にがんの再発が見られない場合
です。これを判定するには、がん
から括約筋までの距離（肛門側断
端距離）、がんが腸の壁のどこま
で深く達しているか（壁深達度）、
がん細胞の悪性度（組織型）など
の因子が関与します。簡単に言うと、
括約筋までの距離が離れている
ほど、がんが浅いほど、がんの悪
性度が低いほど、肛門括約筋を温
存できる可能性が高くなります。 
　また、排尿・性機能障害に関し
ては、機能障害の発生を減らすた
めに、神経を温存しつつ周囲のリ
ンパ節を郭清するようになってき
ました。 
　しかし、CTやMRIなどの画像検
査により、がんが神経にくい込ん
でいることが手術前に診断できる
場合があります。また、手術中に
がんが自律神経に直接浸潤してい
ることが判明する場合もあり、こ
のように神経に直接浸潤している
場合は、神経温存の適応ではあり
ません。前述したように、壁深達度、
組織型などによりリンパ節転移の
多い少ないの予測も可能となって
います。リンパ節転移の可能性が
少ない場合は、自律神経温存手術
の良い適応ですが、リンパ節転移
の可能性がある場合が問題になり
ます。 
　がん治療に伴う神経・機能障害
の可能性と、がん再発の危険性と
を比べて、手術前に患者さん、ご家族、
医療スタッフで相談を行い、手術方
法を決定しています。 
　滋賀医科大学消化器外科では、
進行した直腸がんについても、腹
仙骨式直腸切除術や自律神経温
存術などを導入して、できるだけ
患者さんの生活の質を損なわな
いような治療を行っています。永
久的な人工肛門が必要となる直
腸切断術の割合は、腹仙骨式直腸
切除術を取り入れた1993年以
前では50％以上ありましたが、そ
れ以降、直腸がん手術全体は年々
増加しているものの、永久的人工
肛門となる率は年々低下し、15
％前後にまで減ってきています。 
　また、骨盤部の腫瘍で切除が難
しい場合や、直腸がんの再発が生
じた場合でも、世界に13台、日本
には3台しかない新しいMRI装置
を用いて、腫瘍に対してマイクロ
波凝固焼灼術を行っています。世
界に先駆け、現在までに大腸がん
の肝臓への転移で30例以上、骨盤
部の再発などに対しても7例の治
療を行ってきました。この装置では、
マイクロ波凝固焼灼術中の温度を
即時にモニターすることができ、マ
イクロ波で腫瘍を焼灼するさいには、
腫瘍を十分加熱し、周囲の神経や
膀胱などには障害が出ないよう確
認しつつ治療を行っています。 
　このように当科では、治療の根治
性を追求しつつ、患者さんの生活
の質を向上させるべく、安全確実
な治療に取り組んでいます。 
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